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1. 財政の見通し 
本市水道事業は、将来にわたり安定的に継続していくことを目的とし、水道事業ビジョン

に基づいた事業を推進するために「財政計画」の見直しをする。「財政計画」は、施設・設

備に関する投資の見通しを試算した計画と、財源の見通しを試算した計画を構成要素とし、

投資以外の経費も含めた上で、収入と支出が均衡するように調整した収支計画である。 

財政計画の結果を基に、将来の経営状況を分析し、使用料改定の必要性について検討する。 

 なお、財政計画は 10年間とし、審議会で審議する算定期間(令和５年から令和９年度まで

の５年間)の参考とするものである。 

 

 

2. 水需要予測 
2.1.給水人口の見通し 

行政区域内人口は下水道事業と合わせて、「第２次磐田市総合計画後期基本計画（案）」

に基づいた数値を使用する。行政区域内人口のうち、給水区域内に居住し水道により給水を

受けている人口を給水人口とする。 

給水人口の推計結果を図 2-1 に示す。 

行政区域内人口の減少に伴い、給水人口も減少する見通しである。 

令和２年度から令和 14年度にかけて行政区域内人口は、9,366 人、給水人口は 8,123 人

減少する見通しである。 

 

 

図 2-1 行政区域内人口と給水人口の見通し 
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2.2.給水量の推計パターン 

給水量は、給水人口の推計結果から今後の給水量の推計について、以下３つのパターンを

検討する。 

 

表 2-1 給水量の推計パターン 

推計パターン 

① コロナの影響による給水量の増加が今後も続くと予測した場合 

（最も推計値が低いケースを令和２年度の実績に補正するパターン） 

② 生活用上限値（最も推計値が高い）を採用する場合 

 

③ 生活用下限値（最も推計値が低い）を採用する場合 

 

 

 

 

2.3.給水量の見通し 

給水量は、給水人口の減少に伴い、減少傾向を示す結果となった。 

３つの比較から、料金収入が最も低い“③生活用下限値”を用いて財政シミュレーション

を実施する。 

 

図 2-2 年間有収水量の見通し 
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3. 建設投資の見通し 

本市水道事業は昭和 30 年より事業を開始しており、約 66 年経過していることから、今

後は施設整備等の更新費用が発生することが想定される。 

 

（１）施設設備 

 計画耐用年数を基に事業費の平準化を図り、より計画的に更新事業を継続する。 

年間平均約 1.6 億円の更新費用が発生する。(水道事業ビジョンでは、1.5 億円) 

  

（２）管路 

施設設備と同様に、計画耐用年数を基に事業費の平均化を図り、より計画的に更新事業を

継続する。また、更新・耐震化・水圧改善等、一本化した更新計画に基づき実施する。 

年間平均約 9.0 億円の更新費用が発生する。(水道事業ビジョンでは、8.5 億円) 

 

建設投資は、施設設備に 1.6 億円/年・管路更新に 9.0 億円/年・その他工事として 2.0 億

円/年の計 12.6 億円/年を計上する。 

図 3-1 建設投資の見通し 
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4. 財政計画の策定 

4.1.財政計画策定における設定条件 

4.1.1 収益的収入  

 水道における収益的収入は、普段の経営活動を行うことによって経常的に発生する収入

である。以下に主な項目を示す。 

 

（1）給水収益（料金収入） 

 給水収益は、平成 30 年度の料金改定の後の供給単価に、２．水需要予測で推計した年間

有収水量を乗じて算出する。 

 使用した供給単価は令和２年度の 141.0 円/m3である。 

 

（2）長期前受金戻入 

 水道管など長期間使用される資産の取得に充てられた補助金などの収入を耐用年数（水

道管の場合 40年）の期間に応じて収益化したものであり、現金の収支は伴わないものであ

る。 

 既往分（令和２年度までに取得した資産分）と新規分（令和 3 年度以降に取得する資産

分）の２つを計上する。 

 

4.1.2 収益的支出 

 収益的支出は、収益的収入に対応する支出である。以下に主な項目を示す。 

 

（1）減価償却費 

 減価償却費は、固定資産の経年的な価値の減少を毎事業年度の費用として計上するもの

であり、長期前受金戻入と同じで現金の収支は伴わないものである。 

 

 既往分（令和２年度までに取得した資産分）と新規分（令和３年度以降に取得する資産分）

の２つを計上する。既往分は、予定額を計上し、新規分の償却条件は以下のとおりである。 

 

 【償却条件】 

 ・償還方法：定額法 

 ・耐用年数：施設・管路等 40 年 
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（2）支払利息 

 支払利息は企業債に対して支払う必要がある利息のことである。 

 既存分（令和２年度までに借り入れした企業債分）と新規分（令和３年度以降に借り入れ

る企業債分）の２つを計上する。 

既往分は予定額を計上し、新規分の償却条件は以下のとおりである。 

 【企業債償還条件】 

 ・償還方法：元金均等 

 ・償還期間：30年 

 ・据置期間：据え置きなし 

 ・金利：1.0％ 

 

4.1.3 資本的収入 

 水道における資本的収入は、水道施設の建設や改良等の投資事業を行うことによって発

生する収入である。以下に主な項目を示す。 

 

（1）企業債 

 企業債は、水道施設の建設・改良等に要する資産に充てるための国から借入するものであ

る。実績平均の毎年度４億円を計上する。 

 

（2）他会計出資金 

 他会計出資金は、地方公営企業法に基づく出資であり、実績平均の毎年度１億円を計上す

る。 

 

（3）他会計負担金 

 他会計負担金は、消火栓設置負担金であり、実績平均の毎年度およそ 0.2 億円を計上す

る。 

 

（4）工事負担金 

 工事負担金は、下水道工事負担金であり、実績平均の毎年度およそ 0.6 億円を計上する。 

 

（5）その他（加入者負担金） 

 加入者負担金は、実績平均の毎年度およそ 0.3 億円を計上する。 
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4.1.4 資本的支出 

資本的支出は、資本的収入に対応する支出である。以下に主な項目を示す。 

 

（1）建設改良費 

 建設改良費は、３．建設投資の見通しの内容を計上する。令和３年度以降は毎年度 12.6

億円を発生する。 

 

（2）企業債償還金 

 企業債償還金は、企業債の発行に伴う返済額である。 

 既往分（令和２年度までに借り入れした企業債分）と新規分（令和３年度以降に借り入れ

る企業債分）の２つを計上する。 

既往分は返済予定額を計上し、新規分の償却条件は以下のとおりである。 

 【企業債償還条件】 

 ・償還方法：元金均等 

 ・償還期間：30年 

 ・据置期間：据え置きなし 

 ・金利：1.0％ 
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4.2.収益的収支の見通し 

収益的収支の推計を図 4-1 に示す。人口減少に伴う給水収益の減少により収益的収入が

減少傾向にあるが、損益（当年度純利益）は、令和 14年度に 0.2 億円程度確保でき、マイ

ナスとならない見通しである。 

 

図 4-1 収益的収支の見通し 

 

4.3.資本的収支の見通し 

資本的収支の推計を図 4-2 に示す。資本的収入はおよそ６億円程度、資本的支出はおよそ

16～18 億円程度で推移する。企業債償還金の減少により資本的支出が減少傾向にある。 

図 4-2 資本的収支の見通し 
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4.4.補填財源残高 

 補填財源残高は、水道事業を持続的に経営するための財源をいう。災害に対する備えや将

来の水道施設の更新等に活用される。 

 補填財源残高は、令和 14 年度に 15 億円程度確保できる見通しである。 

図 4-3 補填財源残高の見通し 

4.5.料金回収率 

 料金回収率は、供給単価と給水原価の割合を示すもので水道事業の経営状況の健全性を

表すものである。100％を下回っている場合、給水にかかる費用が料金収入以外の収入で賄

われていることを意味する。 

料金回収率はおおむね 100％を超える見通しである。 

図 4-4 料金回収率の見通し 
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4.6.企業債 

 企業債は、令和３年度以降の建設投資 12.6 億円/年に対し４億円/年を起債する。 

企業債元金償還金は企業債の残高の減少に伴い減少傾向にある。 

企業債残高は、令和２年度実績よりおよそ６億円少ない 65億円が残る見通しである。 

図 4-5 企業債の見通し 

 

5. 水道料金改定の必要性について 

 本市水道事業は、平成 30 年度に 10.7％の料金値上げを実施した。その影響により、料金

収入が最も低い給水量の推計パターンを採用した場合でも補填財源残高は、実績と大幅に

乖離しない額を確保できる結果となった。 

 よって、計画期間内(令和５年度から令和９年度)の料金改定は必要がないと考えられる。 
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 　決　算 推　計　⇒ 単位 千円

項　目　 　主な内容 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 備考

2,831,395     2,659,975   2,630,077     2,599,994     2,577,716     2,545,412     2,518,290     2,487,134     2,462,931     2,427,329     2,397,608     2,369,245     2,344,863     
2,588,970     2,416,070   2,390,132     2,364,400     2,345,751     2,315,456     2,291,577     2,263,837     2,242,177     2,209,490     2,183,706     2,158,179     2,139,327     
2,572,735      2,399,195    2,373,257      2,347,525      2,328,876      2,298,581      2,274,702      2,246,962      2,225,302      2,192,615      2,166,831      2,141,304      2,122,452      　● 供給単価（141.0円/m３）×年間有収水量

3,122            3,670          3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            3,670            　○　実績平均値(H30～R2)
13,113          13,205         13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          13,205          　○　実績平均値(H30～R2)

242,372        243,500      239,540        235,189        231,560        229,551        226,308        222,892        220,349        217,434        213,497        210,661        205,131        
30                62               62                62                62                62                62                62                62                62                62                62                62                　○　実績平均値(H30～R2)

-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

219               -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
580               863             863               863               863               863               863               863               863               863               863               863               863               　○　実績平均値(H30～R2)

223,032        223,480       219,520        215,169        211,540        209,531        206,288        202,872        200,329        197,414        193,477        190,641        185,111        　○　既存分＋将来分
　　（うち　既存分）（うち　既存分） 223,032        220,430       216,470        212,119        208,490        206,481        203,238        199,822        197,279        194,364        190,427        187,591        182,061        
　　（うち　将来分）（うち　将来分） -                   3,050          3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            3,050            　○　国庫補助額の減価償却相当額

18,511          19,095         19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          19,095          　○　実績平均値(H30～R2)
53                 405             405               405               405               405               405               405               405               405               405               405               405               　○　実績平均値(H30～R2)

2,412,324     2,472,903   2,460,747     2,446,493     2,426,707     2,400,151     2,380,306     2,356,155     2,352,489     2,343,104     2,341,047     2,336,485     2,325,534     
2,281,258     2,356,153   2,356,804     2,354,748     2,345,338     2,327,670     2,315,281     2,297,511     2,298,842     2,293,632     2,295,143     2,294,100     2,286,558     

918,290        920,542       910,590        900,717        893,561        881,938        872,776        862,132        853,822        841,280        831,387        821,593        814,359        　〇  費用単価（54.0円/m３）×年間有収水量
201,039        207,501       207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        207,501        　○　実績平均値(H30～R2)

2,505            3,705          3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            3,705            　○　実績平均値(H30～R2)
150,516        153,970       153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        153,970        　○　実績平均値(H30～R2)
990,284        1,035,944    1,046,547      1,054,364      1,052,110      1,046,065      1,042,838      1,035,712      1,045,353      1,052,685      1,064,089      1,072,840      1,072,532      

　　（うち　既存分）　　（うち　既存分） 990,284        1,005,944    986,547        964,364        932,110        896,065        862,838        825,712        805,353        782,685        764,089        742,840        712,532        
　　（うち　将来分）　　（うち　将来分） -                   30,000         60,000          90,000          120,000        150,000        180,000        210,000        240,000        270,000        300,000        330,000        360,000        　○　建設改良費の減価償却相当額

18,331          34,160         34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          34,160          　○　実績平均値(H30～R2)
293               331             331               331               331               331               331               331               331               331               331               331               331               　○　実績平均値(H30～R2)

128,894        114,657      101,850        89,652          79,276          70,388          62,932          56,551          51,554          47,379          43,811          40,292          36,883          
113,731        109,175       96,368          84,170          73,794          64,906          57,450          51,069          46,072          41,897          38,329          34,810          31,401          　○　既存＋新規（年利1.0％、償還年数30年［据置0年］）
15,163          5,482          5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            5,482            　○　実績平均値(H30～R2)
2,172            2,093          2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            2,093            　○　実績平均値(H30～R2)

419,071 187,072 169,330 153,501 151,009 145,261 137,984 130,979 110,442 84,225 56,561 32,760 19,329

648,349        625,716      625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        625,716        
400,000        400,000       400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        400,000        　○　4億円/年（元金償還額）
100,000        100,000       100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        100,000        　○　実績平均値(H30～R2)
25,666          26,030         26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          26,030          　○　実績平均値(H30～R2)

-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
870               922             922               922               922               922               922               922               922               922               922               922               922               　○　実績平均値(H30～R2)
110               -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

91,598          64,833         64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          64,833          　○　実績平均値(H30～R2)
30,105          33,931         33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          33,931          　○　実績平均値(H30～R2)

1,888,047     1,811,658   1,818,906     1,806,351     1,780,813     1,751,743     1,733,013     1,687,108     1,657,108     1,639,806     1,624,581     1,631,472     1,623,074     
1,351,191      1,260,000    1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      1,260,000      　○　設備1.6億円、管路更新9.0億円、その他2.0億円

531,526        551,658       558,906        546,351        520,813        491,743        473,013        427,108        397,108        379,806        364,581        371,472        363,074        　○　既存＋新規（年利1.0％、償還年数30年［据置0年］）
5,330            -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

1,239,698     1,185,942   1,193,190     1,180,635     1,155,097     1,126,027     1,107,297     1,061,392     1,031,392     1,014,090     998,865        1,005,756     997,358        
1,239,698     1,185,942   1,193,190     1,180,635     1,155,097     1,126,027     1,107,297     1,061,392     1,031,392     1,014,090     998,865        1,005,756     997,358        

379,944        240,418       233,603        209,380        183,267        159,333        141,387        100,192        58,108          30,959          493               -4,103           -17,223         
663,858        846,624       861,187        873,355        874,730        870,694        870,710        867,000        879,184        889,431        904,772        916,359        921,581        　○　減価償却費＋資産減耗費

-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

100,000        -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   
-                   -                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   

95,896          98,900         98,400          97,900          97,100          96,000          95,200          94,200          94,100          93,700          93,600          93,500          93,000          　○　R2と同額程度
1,437,816 1,384,470 1,320,197 1,264,318 1,232,059 1,217,988 1,214,584 1,245,371 1,297,706 1,350,971 1,407,039 1,443,903 1,480,454 R2翌年度繰越額をベースとする

224,000        226,000      228,000        230,000        232,000        234,000        235,000        237,000        239,000        241,000        243,000        244,000        246,000        
22,290,874 22,553,989 22,743,885 22,923,178 23,094,654 23,268,384 23,448,159 23,631,161 23,821,289 24,001,776 24,174,931 24,336,682 24,489,682

- -1,035,944 -1,046,547 -1,054,364 -1,052,110 -1,046,065 -1,042,838 -1,035,712 -1,045,353 -1,052,685 -1,064,089 -1,072,840 -1,072,532
- -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160 -34,160
- 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000

当度末償却未済高 22,553,989 22,743,885 22,923,178 23,094,654 23,268,384 23,448,159 23,631,161 23,821,289 24,001,776 24,174,931 24,336,682 24,489,682 24,642,990
1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1%

117.4% 107.0% 106.2% 105.5% 105.5% 105.2% 104.9% 104.7% 103.7% 102.5% 101.2% 100.1% 99.4%
141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 141.0 有収水量1 当たりの販売価格
120.1 131.8 132.8 133.7 133.7 134.0 134.4 134.7 136.0 137.6 139.3 140.9 141.8 有収水量1 当たりの販売コスト
141.0 158.3 159.4 160.4 160.6 161.2 161.7 162.3 163.8 165.8 167.8 169.5 170.4

給水人口（人） 160,323 160,580 160,050 159,530 158,990 158,460 157,930 156,980 156,020 155,070 154,110 153,160 152,200 
有収水量（m3/年） 18,244,734 17,015,570 16,831,610 16,649,110 16,516,848 16,301,995 16,132,635 15,935,900 15,782,286 15,550,460 15,367,595 15,186,555 15,052,848 

原水及び浄水費単価（円/m3） 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 54.1 

400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000
当年度償還高 531,526 551,658 558,906 546,351 520,813 491,743 473,013 427,108 397,108 379,806 364,581 371,472 363,074

7,138,890 6,987,232 6,828,326 6,681,975 6,561,162 6,469,419 6,396,406 6,369,298 6,372,190 6,392,384 6,427,803 6,456,331 6,493,257 R2企業債残高をベースとする当年度末残高

企業債残高

イ．受託工事収益 他工事関連の工事収入

財政計画

収益的収支
１．総収益　（Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）　（Ａ）

（１）営業収益　（Ｂ）
ア．給水収益 水道料金

２．総費用　（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ）　（Ｅ）

ウ．その他の営業収益 消火栓維持管理負担金ほか
（２）営業外収益　（Ｃ）

ア．受取利息及び配当金
イ．受託工事収益
ウ．国庫補助金
エ．都道府県補助金 緊急地震対策交付金
オ．他会計補助金
カ．⾧期前受金戻入

キ．雑収益（水道メーター交換）
（３）特別利益　（Ｄ） 固定資産売却等

当年度借入高

（１）営業費用　（Ｆ）
ア．原水及び浄水費 受水費、動力費
イ．配水および給水費 修繕工事費、委託料
ウ．受託工事費 他工事関連の工事費
エ．総係費 人件費、委託料
オ．減価償却費

カ．資産減耗費
キ．その他営業費用

（２）営業外費用　（Ｇ）
ア．支払利息

（５）他会計補助金

イ．その他営業外費用
（３）特別損失　（Ｈ）

３．当年度純利益
資本的収支

１．資本的収入
（１）企業債
（２）他会計出資金 地方公営企業法にもとづく出資
（３）他会計負担金 消火栓設置負担金
（４）他会計借入金

３．資本的収支不足額

（６）固定資産売却代金
（７）国庫補助金（交付金）
（８）都道府県補助金
（９）工事負担金 下水道工事負担金
（10）その他（加入者負担金）

２．資本的支出
（１）建設改良費
（２）企業債償還金
（３）国庫補助返還金

前年度末償却未済高

４．補てん財源
（１）過年度分損益勘定留保資金
（２）当年度分損益勘定留保資金
（３）繰越利益剰余金処分額
（４）当年度利益剰余金処分額
（５）積立金取りくずし額
（６）繰越工事資金
（７）その他（消費税調整額 総費用の4％計上）

5．補填財源残高
資産維持費

資産維持費相当額

供給単価（円/m3）
給水原価（円/m3）
総括原価（円/m3）

その他算定条件

　（△減少　減価償却費）
　（△減少　資産減耗費）
　（○増加　建設改良費）

資産維持率
供給単価、給水原価および料金回収率

料金回収率

料金算定期間（５年間）

水道事業財政計画期間( 財政シミュレーション)


